勉強ができる子の
意外な共通点

６つの

個別進学塾アライン大網校
ＴＥＬ：０４７５－７３－６１６１
jimu@learnincenter.jp

勉強ができる子の意外な共通点①
まず第一は、筆圧が強く字が丁寧なことです。

　小さなことかもしれませんが、できる子はきちんと字を書いています。習慣なので非常に直すのが難しい部分ではありますが。
小学校高学年で、鉛筆ならＢやＨＢ、シャープペンなら２ＢやＢの芯が良いと思います。消しゴムも小さすぎないよく消えるものを使ってください。
元プロ野球選手の新庄選手は毎日グラブを磨いていました。だから、あれだけのすごい守備ができたのです。そして、イチロー選手。道具に対する強いこだわりを持っています。毎日、グラブを磨くのはもちろん、他の選手のバットやグラブは感覚が変わってしまうため決して持たないそうです。　自分のバットは、その先端まで自分の腕の一部で、神経が行き届いていると言っています。

道具はその人を映す鏡です。　
勉強ができる子の意外な共通点②
第二は、精神的に成熟していることです。

　勉強ができる子は、精神的に大人だなと感じます。
自分なりの目標を持っていたり、勉強すべきときはしっかり集中して勉強する、他のものに気をとられることなく落ち着いて勉強できる、など大人っぽいところがあります。
子供っぽい子の場合は、精神的に成熟してきてから、勉強ができるようになってくる場合があります（特に男の子はそうです）。　
勉強ができる子の意外な共通点③
第三は、よく見えることと姿勢です。

よく、ノートに顔を異様に近づけている子がいます。これは、視力が弱くなっていたり、眼鏡の度が合わなくなっていたりする可能性があります。黒板や教科書・ノートの字がはっきり見えることが大事です。同じように、テレビに異様に近づいて見ている子にも注意が必要です。
自分の経験ですが、目が悪くなったとき、あるいは眼鏡の度が合わなくなったときは、視界がぼんやりしてきて勉強する気は起きませんでした。成績も下がりました。くっきりはっきり見えることは、とても大切です。

　姿勢も大切です。だらっとした姿勢で勉強していても集中できません。集中力は勉強をする上で一番大切な要素です。（人生においても、集中力は大切だと多くの成功者が言っています）

その上でもシャキッとした姿勢で勉強することがとても大切です。

勉強ができる子の意外な共通点④
第四は、日々の行動がサッと速い　ことです。

　ちょっとしたことから速く決めて、速く動くことです。そして早く動くこともできます。早めに準備をして直前になってあわてたりしません。片付け・学校の準備などちょっとしたことから、早くそして速くする習慣をつけることです。
勉強ができる子の意外な共通点⑤
第五は、きちんとした道具を持っている　ことです。

　濃い鉛筆やシャープペンシルを使うことは、以前にお伝えしました。

さらに消しゴムも大事です。キャラクターや匂いつき、色付などのよく消えない消しゴムは、あまりよくありません。理想は、白くてよく消えるものです。消しゴムできれいに消す子のほうが勉強ができます。消した後が残っていても気にせずその上から計算したりするようでは、おそらくミスが多い子になるでしょう。

小さすぎず、よく消える消しゴムを使わせるようにしましょう。　“一事が万事”　“神は細部に宿る“などの言葉もあるように、小さなことですが、大切です。

勉強ができる子の意外な共通点⑥
第六は、かばんの中と机の上が整理整頓されている　ことです。

机の上やかばんの中・引き出しの中などの状態は、その人の思考の状態を表しています。「思考の整理は物の整理に表れる」と脳神経外科医の築山節先生は言っています。（『脳が冴える１５の習慣・生活人新書』より）

　

塾に来るかばんの中がぐちゃぐちゃにならないように、いらないプリントなどは捨てて整理させましょう。










